











































Comparison of Art Education in Elementary school between
Japan and Spain
-Analysis of the subject matter in drawing practice-








































































































































造形遊び 絵 立体 工作 鑑賞 総数
スペイン 0 18 1 6 0 25
































































































































Vincent Van Gogh 作 の
「Nocheestrelada.（星月夜）」
を見て，それに似たいくつかの
絵の中から似ていると思うもの
を囲む。
Colorearelda
（昼間のぬり絵）
【絵】
木々の絵が薄く描かれた背景に，
クレヨンで絵を描く。
⑫Ceramicapopular
（民族陶芸）
【鑑賞】
スペインの民族陶芸品の写真を
見て，その一部が切り取られた
ピースが写真のどこに当てはま
るかを答える。
Dibujosobremanchas
（マンチャの上に描く）
【絵】
マンチャ（汚れ）という技法で
描かれている絵に，マーカーで
民族陶芸品の絵を描く。
⑬Igualesydiferentes
（同じと異なり）
【鑑賞】
PaulCezanneの同じ街の風景
を描いた二つの絵を見て，どん
な建物が描かれているか等の質
問に答える。
Trazarlneas
（線を描く）
【絵】
手本を参考にしながら，マーカー
やクレヨンで自由に街を描く。
⑭Fotografascon
retoques（写真の修整）
【鑑賞】
二つの絵を見て，どちらが写真
に似ているかを答え，その理由
や違いを説明する。
Undesiertodiferente
（別の砂漠）
【絵】
砂漠の写真の上にマーカーで絵
を描く。異なった線の種類を使っ
て描画する。
⑮Frutasyhojas
（果物や葉）
【鑑賞】
果物と葉の写真を見て，色や形
に関する質問を trueまたは
falseで答える。
Estamparconfrutas
（フル ツーとスタンピン）
【絵】
果物でスタンピングをする。そ
の後，クレヨンで装飾する。
⑯Unaesculturaodos
esculturas（一つの彫刻
または二つの彫刻）
【鑑賞】
異なる角度から撮った二枚の彫
刻の写真を見て，その見え方の
違いについての質問に答える。
Hacerfiguras
（形を作る）
【絵】
色画用紙で形を作り，貼り付け
て絵に表す。その後，マーカー
で装飾する。
⑰Unbosquequemado
（焼けた森）
【鑑賞】
焼けた森の写真を見て，そこか
ら感じ取った気持ちについての
質問に答える。
Unbosquevivo
（生きている森）
【絵】
森が描かれた絵のぬり絵をする。
⑱Egiptoantiguo
（古代エジプト）
【鑑賞】
二枚のエジプトの絵を見て，そ
れぞれに当てはまる文章を対応
させる。
Mensajesocultos
（隠されたメッセージ）
【絵】
描き始めの絵を参考にし，各シ
ンボルの意味を考案して，象形
文字でメッセージを描く。
表4 スペインの教科書の立体と工作の題材
TRIDIMENSIONALIDAD（三次元）
題材名 内容
①Personajesdivertidos（愉快な人物）
【工作】
人形を作る題材。教科書に印刷された絵を切り取り，完成写真を見なが
ら，好きな部品を組み合わせたり，必要な材料を加えたりして制作する。
②Unacaretadepirata（海賊マスク）
【工作】
海賊のお面を作る題材。教科書に印刷された海賊の顔を切り取り，耳の
部分に輪ゴムを取り付けて制作する。
４.スペインの教科書における「絵に表す題材」
の分析
描画題材の特徴を分析するため，（1）臨画の題
材，（2）ぬり絵をする題材，（3）絵の描き始めが
示されている題材，（4）背景が既に描かれている
題材の4つに分類した。実際の題材を取り上げな
がら，その内容を考察する。
（１）臨画の題材
臨画とは，手本を見て模写をすることである。臨
画教育は，明治時代の日本でも行われていた。日本
の図画教育の最初の教科書である『西画指南』（ロ
ベルト・スコットボルン著，川上寛纂訳，文部省，
明治4（1871）年）をみると，その内容は線の練習
から始まり，陰影を付ける練習や写生を主としてい
た20。それは，「正確な描写の能力を養うための系
統的な練習」を目指すものであった21。教科書内容
について最初に規定した明治 5（1872）年公布の
「小学教則」では，「上等小学」（四年制全八級）に
『罫画』として図画教育が課された22。この教則に
準じ，明治6（1873）年に，文部省によって『小學
畫學書』（山岡成章画，文部省編，明治 6（1873）
年）が編纂された23。その内容は，直線の練習から
始まり，点線のマス目を使って図を描く練習や，瓶
や杯など立体的なものを写す練習内容で構成されて
いた24。毛筆を描画材料として編んだ教科書が現れ
始める明治21（1888）年頃からもその内容は変わ
らず，「直線・曲線の練習→投影図→透視図法によ
る立体図」という構成がとられていた25。このよう
に，明治期の美術教科書では臨画や罫画が積極的に
取り入れられ，体系的に技術を習得する内容で構成
されていた。
現在の日本の教科書には臨画が扱われていないの
に対し，スペインの教科書には現在でも臨画を扱っ
た題材がある。「Dibujaranimales（動物を描く）」
は，その一例である。導入の「Animalessalvajes
（野生動物）」では，動物の写真と絵を見て，対応し
ているもの同士を線で結び，動物の絵の下に名前を
描く活動を行う。そして，描画題材の「Dibujar
animales（動物を描く）」において，パンダとトラ
の手本を見ながら，そっくりに模写をする。お手本
であるパンダとトラは，写実的な絵ではなく，子ど
もが親しみやすいアニメのキャラクターのような絵
が扱われている。
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③Unamarionetafamosa（有名な人形）
【工作】
人形を作る題材。人形には羽があり，割りピンを使って可動する仕組み
を作る。
④Unaranasinnombre（名前のないカエル）
【立体】
立体のカエルを作る題材。教科書に印刷された部品を全て切り抜き，貼
り付けて組み立てる。
⑤Escenarioespacial（宇宙の状況）
【工作】
宇宙の模型を作る題材。教科書に印刷されたロケットやトラックなどの
部品を切り取り，土台となる絵に貼り付けて組み立てる。ロケットには，
上下に可動する仕組みを作る。
⑥Uncochedeaventura（車の冒険）
【工作】
車の模型を作る題材。教科書に印刷された車の部品を切り取り，組み立
てる。車輪の部分には割りピンを使用し，可動する仕組みを作る。
⑦Elbuhoreloj（フクロウ時計）
【工作】
フクロウ型の時計を作る題材。フクロウの羽と時計の針には割りピンを
使用し，可動する仕組みを作る。
図5「Animalessalvajes（野生動物）」p.24
図6「Dibujaranimales（動物を描く）」p.25
「Inventarcarteles（ポスターを考案する）」は，
図形を選び，組み合わせて，ポスターを考案する題
材である。導入の「・Quedicenlassenales?（記号
は何を示す？）」において，それぞれの記号にあう
文章を当てはめた後，教科書の図形から好きな図形
を選び組み合わせてポスターを描く。組み合わせと
して考えられるのは，そのままマークを描くか，禁
止マークと組み合わせるかの二種類である。そのた
め，ほとんど模写の題材だと捉えられる。ポスター
に使用する図形は，鉛筆で文字を描く図や歌を歌っ
ている人の図，サッカーで遊んでいる人の図など，
子どもたちの生活に関係のある行動を表す図形が扱
われている。全ての図が単色で，シルエットで表さ
れている。
「Dibujarennegro（黒で描く）」は，導入の「Un
ciclistaalsol（日中のサイクリスト）」で，自転車
に乗る人のシルエットの写真を見ていくつかの質問
に答えたあと，シルエット画の手本を見ながら模写
をする題材である。手本には，にわとりや牛，蛇と
いった動物が描かれている。柵や木の枝などは，細
かい線で描かれている。
①臨画の題材の考察
臨画の題材について考察する。「Dibujaranimales
（動物を描く）」は，輪郭線を基に，お手本を見なが
ら模写をする臨画題材であった。スペインの教科書
は，子どもたちが思いのままに描くことよりも，対
象を正確にとらえて表すことの方を重視しているこ
とが読み取れる。
「Inventarcarteles（ポスターを考案する）」は
ポスターを描く題材であった。ポスターを描くとき，
日本ではまず伝えたいことから考える。その一例と
して日本の教科書題材「楽しく美しく伝えよう」
（日本文教出版『図画工作 5・6上 心を通わせて』
より「楽しく美しく伝えよう」pp.18-19）を取り
上げる。この題材は，伝えたい内容に合わせ表現方
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図7「・Qudicenlasse・ales?（記号は何を示す？）」
p.12
図8「Inventarcarteles（ポスターを考案する）」
p.13
図9「Unciclistaalsol（日中のサイクリスト）」
p.14
図10「Dibujarennegro（黒で描く）」p.15
法を工夫して掲示物をつくる活動を行い，教科書に
は「ポスターで表す」方法が紹介されている。題材
の説明文には，「伝えたい内容に合わせ，表現方法
をくふうして掲示物をつくる」とある。また，「く
ふう」という項目には，「何を伝えたいかをしっか
り考えて，計画的につくろう」とある。このように，
日本では，伝えたい内容から考え，その内容に合わ
せ制作活動を行う。しかし，スペインの教科書では
マークの表す意味を読み取ることから始めている。
子どもたちの'伝えたい'という思いよりも，ポスター
のマークの表す機能的な面に重点を置いているとこ
ろに違いがあると言える。
「Dibujarennegro（黒で描く）」は，シルエッ
ト画を制作する題材であった。手本用の絵と制作用
の絵は，背景が全く同じであり，正確に同じものを
描くことが求められていることが分かる。実際に制
作すると，背景の柵の線や木の枝などが，まっすぐ
ではなく歪んだ線で描かれているため，しっかり手
本を観察して描く必要があった（図11参照）。また，
説明文には「Hazundibujoconrotuladornegro.
（黒いマーカーを使って描く）」という指示があった
が，やり直しがきかないため，かなり集中力が必要
であった。
以上のように，スペインの教科書は，臨画の題材
を取り入れている。スペインの教科書は，発想や構
想の能力よりも対象を正確に写し取る技術を重視し
ていると言える。児童にとっては，達成すべき目標
が明らかで，取り組みやすいかもしれない。また，
教師にとっても，手本と同じものをそっくりに描か
せればよいので指導しやすい。しかし，この活動は，
相当な集中力が必要とされ，・指示されたことをやら
されている・という義務感から，活動へ意欲の低下を
招く危険性がある。小学校の初等段階の子どもたち
が行う活動としては，検討する必要があると考える。
（２）ぬり絵をする題材
スペインの教科書には，ぬり絵を扱った題材があ
る。「Unbosquevivo（生きている森）」はぬり絵
を扱った題材である。導入の「Unbosquequemado
（焼けた森）」では，焼けた森の写真を見て感じる気
持ちを考える。その後，制作活動である「Un
bosquevivo（生きている森）」でぬり絵を行う。
このように，「焼けた森」と「生きている森」とい
う対照的な森の姿を扱っている題材である。「Un
bosquevivo（生きている森）」には，既に左側が
着色してあり，それを参考にしながらぬり絵をする。
①ぬり絵をする題材の考察
このように，スペインの教科書には，現在の日本
の教科書では扱われていないぬり絵の題材が扱われ
ている。導入で「焼けた森」の姿を鑑賞しているこ
とから，題材の「生きている森」では，「生きてい
る」姿というものを意識して着色していくことがで
きると考える。
「生きている森」の絵をよく見ると，木の胴体は
スペインと日本の初等美術教育の比較（1）
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図11「Dibujarennegro（黒で描く）」の制作過程
図12「Unbosquequemado（焼けた森）」p.38
図13「Unbosquevivo（生きている森）」p.39
濃い部分と薄い部分のグラデーションになっている。
子どもたちはそのような細かい絵のタッチを読み取っ
て描画しなければならない。この時点での子どもの
発達段階を考慮すると，少し高度なテクニックが要
求されているように思われる。
（３）絵の描き始めが示されている題材
日本の教科書題材では絵の描き始めが示されてい
ることはない。しかし，スペインの教科書題材は描
き始めが示されている題材が多くある。「Inventar
decoraciones（装飾の考案）」は，その一例である。
導入の「Coloresdiferentes（異なる色）」で，
JoaqunTorresGarca作の牛の像と絵画を鑑賞し，
形や色に関する質問に答える。そして，「Inventar
decoraciones（装飾の考案）」において，描画活動
を行う。この題材には，左側に既に木や家が描かれ
ている。そのため，既に示されている絵に続けて絵
を描いていくことになる。
「Dibujosobremanchas（マンチャの上に描く）」
は，マンチャ（汚れ）という技法で描かれている絵
に，マーカーで民族陶芸品の絵を描いていく題材で
ある。導入の「Ceramicapopular（民族陶器）」で
は，民族陶器が並べられた写真を見て，その一部が
切り取られた写真がどこに当てはまるかを考える。
そして，描画題材の「Dibujosobremanchas（マ
ンチャの上に描く）」において，民族陶器の模様を装
飾する。陶器の皿の半分は既に装飾されている。ま
た，陶器の形は，既に背景に薄い色で描かれている。
①絵の描き始めが示されている題材の考察
描き始めが示されていることで，描き始めが取り
かかりやすいという利点もある一方，描くものの方
向性が決まってしまうという問題点もある。描画指
導の際，子どもたちにきっかけを与えることは大切
である。しかし，そのきっかけがスペインの教科書
のようにほとんど方向性が決められているようでは，
子どもたちの発想や表現を狭めてしまうのではない
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図14「Coloresdiferentes（異なる色）」p.18
図15「Inventardecoraciones（装飾の考案）」
p.19
図16「Cer・micapopular（民族陶器）」p.28
図17「Dibujosobremanchas（マンチャの上に
描く）」p.29
かと考察する。
（４）背景が既に描かれている題材
スペインの教科書には，背景が既に薄く着色され
た絵の上に描画する題材がある。「Dibujarla
Navidad（クリスマスの絵を描く）」は，好きな材
料を用いてクリスマスの絵を描く題材である。導入
の「EstamosenNavidad（それはクリスマスだ）」
では，画像のイメージの違いに関する質問に答える
活動を行う。「DibujarlaNavidad（クリスマスの
絵を描く）」には，薄い色で，二人の人物が赤ちゃ
んを目の前にして祈る様子が描かれている。
「Colorearelda（昼間のぬり絵）」は，木々の絵
が薄く描かれた背景に，クレヨンで絵を描く題材で
ある。導入の「Lanoche（夜）」では，Vincent
VanGogh作の「Nocheestrelada.（星月夜）」を
見て，それに似たいくつかの絵の中から似ていると
思うものを囲む活動を行う。「Colorearelda（昼
間のぬり絵）」という題材名には「Colorear（ぬり
絵）」という言葉が使われているが，輪郭線はなく，
着色したり，自由に絵を描いたりすることができる。
木々の絵は，水彩のような画材が使用され，柔らか
なタッチで描かれている。
①背景が既に描かれている題材の考察
このように，スペインの教科書には，背景が既に
描かれている題材が多数扱われている。今回，
「DibujarlaNavidad（クリスマスの絵を描く）」
を実際に制作した（図22参照）。大方の絵の色が既
に着色されていたため，その色にあわせて塗る色を
決めた。既に着色されていると，塗る範囲が分かり，
色を迷うことなく塗り進めていけるというメリット
もある一方，この通りに塗らなければならないとい
う義務感を抱いた。背景が薄い色で着色されていた
ため，上から着色した色に影響を与えず，きれいに
着色することができた。
スペインと日本の初等美術教育の比較（1）
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図18「EstamosenNavidad（それはクリスマス
だ）」p.16
図19「DibujarlaNavidad（クリスマスの絵を描
く）」p.17
図20「Lanoche（夜）」p.26
図21「Coloreareld・a（昼間のぬり絵）」p.27
５.日本とスペインの初等美術教科書題材の比較
日本とスペインの教科書題材の比較を行う。比較
する題材は，スペインの教科書題材の中で，「絵に
表す題材」に分類されたものと，日本文教出版の教
科書の中で，活動内容や使用する用具が類似してい
る題材を選んだ。
（１）両国の絵に表す題材の比較
スペインの題材「Inventardecoraciones（装飾
の考案）」と日本の題材「大すき自分の線と色」
（『図画工作3・4上 よさを見つけて』，日本文教出
版，2011，pp.6-7）を比較する。スペインの題材
は，まず，導入である「Coloresdiferentes（異な
る色）」で，赤，黄，青と黒のコンポジションを使っ
た牛の像と絵画を鑑賞し，形や色に関する質問に答
える。そして，「Inventardecoraciones（装飾の考
案）」でマーカーや色鉛筆を使って描画活動を行う。
一方，日本の題材は，様々な形の線を考え，水彩絵
の具の扱いに親しみながら好きな色をつくることを
試み，表すことを楽しむ活動を行う。両題材は，色
や形を考えて描画活動を行う点で共通していると言
える。
【比較題材】
スペイン：「Inventardecoraciones（装飾の考案）」
2年
日本：「大すき自分の線と色」3・4上（絵に表す），
日本文教出版
【材料・用具】
スペイン：教科書を印刷したもの，マーカー，色鉛筆
日本：画用紙，マーカー，クレヨン，パス，絵の具
【制作過程】
◇スペインの題材の制作過程
①導入の「Coloresdiferentes（異なる色）」にお
いて作家の作品の鑑賞を行う。
「Coloresdiferentes（異なる色）」では，二つの
作品の写真が取り上げられている（図14参照）。こ
の二つの作品に関する質問が四つあり，それぞれに
答えた。教科書に掲載されている質問の内容を以下
に示す。
・Quefiguraapareceenlafotografa1?
（写真1は何の形（図）を表していますか？）
・Quefigurasaparecenenlafotografa2?
（写真2は何の形（図）を表していますか？）
・Loscoloresdeloselementosdelasdosobras
sonnaturales?
（二つの作品の色の要素は自然ですか？）
・Queobrategustamas?
（あなたはどの作品をより気に入りましたか？）
Explicaporque.
（その理由を説明してください。）
②黒のマーカーで絵を描く。
黒のマーカーを使用し描画を行う。絵は左側の四
分の一（木や家など）が既にしるされていたため，
そこに続けて絵を描いた。
②色鉛筆で着色する。
上の手本を参考にし，色鉛筆を使って着色する。
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図22「DibujarlaNavidad（クリスマスの絵を
描く）」の制作過程
◇日本の題材の制作過程
①クレヨンやパスなどで線を描く。
画用紙いっぱいに，クレヨンやパスなどで一筆描
きをする。
②絵の具を使って色を塗る。
色々な形が見えてきたら，絵の具で好きな色を
つくって塗る。
③友達の作品とつなげて描く。
友達の作品とつなげて一枚のキャンバス
にし，自由に描く。
ア 両国の絵に表す題材の比較についての考察
スペインの題材「Inventardecoraciones（装飾
の考案）」の手本は，飛行機が赤に塗られていたり，
自転車の写真が色とりどりに塗られていたり，既成
の色にとらわれない色の塗り方をしている。そのた
め，絵に着色するときは，無作為に色を選び，様々
な色に塗り進めた。一方，日本の題材「大すき自分
の線と色」では，自ら様々な形の線を考え，様々な
色をつくることを試みながら表した。
日本の題材について，日本文教出版の「年間指導
計画作成資料」を見ると，「発想や構想の能力」の
観点の評価規準の例では，「どのような形の線が面
白いか，どのような色が合うかを考えている」と示
されている。このように，日本の題材では，「色が
合う」ことを目標にしている。対するスペインの教
科書は，導入で作家の作品を鑑賞することで，配色
について気づきを得た後，描画題材の手本を参考に
しながら描き進める。そのため，作家の作品や手本
の影響から，ある程度配色が方向付けられることが
予想される。手本がなく，子どもたち自身が色々試
しながら配色を構想していき，「どのような色が合
うかを考えている」ことを目標とする日本の題材と
は対照的だと言える。
また，両国には，鑑賞活動の取り入れ方の違いが
見られる。スペインの教科書は，導入の作家の作品
を鑑賞した後に，描画活動を行う。一方，日本の題
材は，描画活動を行った後，または最中に鑑賞を行っ
ているという違いがある。
６.日本では扱われていないスペインのぬり絵
をする題材の考察
スペインの初等美術教科書題材には，臨画やぬり
絵が扱われていた。臨画やぬり絵は，現在の日本の
学校教育では行われていない。しかし，ぬり絵の本
は書店で売られており，ほとんどの子どもが幼児期
に行う経験であると言える。このように，スペイン
の教科書題材における特徴的な内容は，現在の日本
では学校教育以外の場で普及している。では，なぜ
現在の日本の教科書ではぬり絵の題材が扱われてい
ないのか。その理由は明らかにされていない。しか
し，ぬり絵の歴史やその影響，学校教育における捉
え方から，四つの理由を考察する。
一つ目は，自由画教育運動である。山本鼎は，臨
画教育を否定し自由画を奨励する自由画教育運動を
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展開した26。この自由画教育運動は日本の図画教育
に大きな影響を与え，子どもが思いのままに表現す
る姿勢は現在でも残っている。自己表現や創造性の
重視が，現在の教科書に反映されているのだと推測
できる。
二つ目は，ぬり絵が玩具として認識されているこ
とである。日本におけるぬり絵の源流は，江戸時代
の木版刷りの本の挿絵だとされる27。ぬり絵が明確
に登場したのは，明治時代である28。明治時代にな
り，欧米の科学技術と共に絵画技術も取り入れられ
た29。そして，西洋画を基本とした図画教育が行わ
れるようになり，その図画の絵手本として色を塗る
ことが行われるようになったという30。「明治後期
には，ハガキに絵が描かれていて，それに色を塗っ
て送ると，賞金や賞品がもらえる事が流行し，多く
の子供達がこれに挑戦し，この事が塗り絵の流行に
拍車をかけた」という31。続く大正時代には，「ぬ
り絵帳も現れ，以後ぬり絵は，女の子の遊びの代表
的なものになった」32。戦後，爆発的な人気を集め
たのは「きいちのぬり絵」である。昭和20年代の
初め，日本のあちこちの路地裏の駄菓子屋で次々と
売り出され，女の子達は目を輝かし，先を争って買
い求めた33。昭和25，6年頃には全国で月100万枚
前後も売られたという34。このように，ぬり絵はそ
の流行から，子どもたちの生活の上での玩具として
扱われていたことが推察される。
三つ目は，ぬり絵の教育的効果に対する否定的な
意見である。ぬり絵が子どもに及ぼす影響について
は，様々な意見がある。まず，ぬり絵への否定的な
意見を見ていく。金子マサ・山本紀久雄の『ぬりえ
文化』（小学館スクウェア，2005）には，湯川尚文
（1942）と霜田静志（1953）による批判文の紹介
がある35。多摩美術大学教授であった霜田は，雑誌
『児童心理』（金子書房，1953年6月号）に「ぬり絵
と児童画」と題した文章を寄稿し，ぬり絵の教育的
効果を否定している36。ぬり絵の問題性について，
「ぬり絵ばかりさせていると，子供は与えられた形
にたよって色ぬりするだけで，絵ができあがるのを
おもしろがるようになってくる。その結果は，自分
で工夫して描く自由画よりも楽でいいと考えるよう
になってくる。こうなると与えられた条件に服従す
る態度はできてくるが，近代の美術教育が目ざして
いる自由と創造の力は失われてしまう」と指摘す
る37。霜田は，ぬり絵を子どもの「自由と創造の意
欲を妨げる」ものとし，大人の作った枠に子どもを
はめこむぬり絵は差し控えるべきだと主張する38。
一方，湯川は，『兒童と繪画』（綜合美術研究所出版
部，1942）でぬり絵への批判を述べている。ぬり
絵の問題性について，「兒童の創作心を全然容れる
餘地がないばかりでなく，ただ思ひつきの色を無意
味にぬる習慣や，輪廓線にのみたよつてものを描く
やうになるといふ惡習慣」（原文ママ）が自然に養
われると指摘する39。さらに，『幼児の教育用語辞
典』（教育出版，1975）では，ぬり絵について「女
の子が一時好む遊びであるが，真の表現力を育てる
ためには弊害も多く，絵画製作の領域で取り扱うべ
きものではない」としている40。
海外の美術教育者の意見もある。ローウェンフェ
ルドは，ぬり絵のような模範的な学習方法は児童が
自分で考える力を奪い，描きたいものを自由に描け
なくさせると指摘する41。また，ぬり絵や練習帳は，
子どもが自分の経験を表現することができないため，
情緒的発散をする機会にならず，技術を伸ばすこと
もできないとしている42。そして，最後には，「ぬ
り絵や練習帳は，子供におとなの概念を植えつけて，
自分ひとりでは制作できなくさせてしまい，その結
果，子供の創造的情熱を挫折させてしまう」と批判
している43。
ぬり絵への否定的な意見がある中で，肯定的に捉
える意見もある。『ぬりえの不思議 心と体の発達
に見るその力』（尾崎康子・古賀良彦・金子マサ・
竹井史，ぎょうせい，2010）で，尾崎康子（2010）
は，発達心理学の観点から，ぬり絵の必要性につい
て言及している44。「発達心理学の観点からみると，
子どもは誕生した時から想像性や創造性を身につけ
ているわけではなく，大人の模倣をしながら，また
大人が与えた型を習得しながら，行動を獲得」して
いくとし，絵柄という型が与えられるぬり絵は，イ
メージ能力や描画能力が未熟な段階では，描画活動
を楽しむことに対し有用であるという45。また，鈴
木純子（2012）は，「表現領域におけるぬり絵に対
する否定的見解の検討」において，実験による検証
から，ぬり絵の可能性を言及している46。同論文で
は，4歳児を，一般的な描画を行った群と，ぬり絵
を行った群の2群に分け，作業後に①気に入ったと
ころはどこか，②だれにみせたいか，という質問を
行った47。その結果，「ぬり絵群の集中時間がより
長く，作品に対する愛着も強い」ということが示さ
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れたため，鈴木は「一般的絵画に比してぬり絵の方
が有用な教材となる可能性」があると主張してい
る48。
ぬり絵についての批判点とぬり絵に期待できる効
果について，初田隆（2007）は「ぬり絵のもっと
も大きな特徴は絵柄が予め与えられているというこ
と」だとし，それぞれについて述べている49。批判
点では，絵柄を，「与えられたパタンを塗るだけの
形式的な作業と捉えるならば，本来絵を描くときに
働くであろう対象への思いや感動，自由に形や色を
かきすすめる力などが脆弱になり，自分の絵を描く
ことができなくなると捉えられる」ことを指摘して
いる50。一方，期待できる効果については，「絵柄
が決められていることで，取り組みやすく，色彩に
関する学習に集中することができ，結果として絵画
を親しむ態度や集中力などが養われる」ことを指摘
している51。初田は，「学校というフォーマルな場
では，『ぬり絵』に対する反発が相当根強いようで
あり，授業とぬり絵は相容れないものと捉えられて
いる」としている52。このように，現場においては，
ぬり絵の教育的効果に対する否定的な意見の方が取
りざたされ，授業においても相容れないものとして
捉えられていることが理由の一つとして考えられる。
四つ目は，ぬり絵の評価を伴う場合の問題である。
平成20年版学習指導要領図画工作編では，四観点
として「造形への関心・意欲・態度」，「発想や構想
の能力」，「創造的な技能」，「鑑賞する能力」が挙げ
られている。あらかじめ型が与えられているぬり絵
の場合，「発想や構想の能力」や「創造的な技能」
の観点において，どのような点を評価するのか問題
があるといえる。また，芳賀正之（2008）は，レ
ビュー論文で，初田の「『ぬり絵』の研究」につい
て触れ，「本来，子どもにとって『ぬり絵』は生活
における遊びの一種（視覚玩具）と捉えられる。そ
れが学習となった場合，必然的に評価を伴うことと
なり，『ぬり絵』では重要視されていない美的なも
のや技能までもが求められていくことが予想される。
そのことと同時に，遊び的な行為として持つ『ぬり
絵』の魅力や価値が薄れていく恐れがないだろうか」
と指摘している53。芳賀が指摘するように，ぬり絵
に美的なものや技能までもが求められることで，そ
の魅力や価値が薄れる可能性は否めない54。このよ
うに，ぬり絵の評価における問題と，評価を伴った
場合の技能や美的要素の要求の問題が，理由の一つ
ではないかと考える。
７.まとめ
スペインの初等美術教科書題材には，平面と立体
の題材があり，そのほとんどが描画題材だというこ
とが明らかとなった。
また，描画題材においては，概ね作品鑑賞から制
作に移るという過程が確認できた。導入の作品鑑賞
では，作家の作品や写真を見て，色や形について質
問に答えたり，好きな理由を答えたりする活動が取
り入れられていた。
描画題材の特徴を分類すると，（1）臨画の題材，
（2）ぬり絵をする題材，（3）絵の描き始めが示さ
れている題材，（4）背景が既に描かれている題材
の四つに分類できた。これらの特徴は，日本の描画
題材とは対照的である。
臨画の題材を取り入れているスペインの教科書は，
発想や構想の能力の育成よりも対象を正確に写し取
る技術を重視していると言える。また，臨画やぬり
絵の題材の絵を見ると，細かい線や淡いグラデーション
等が使用され，低学年だということを考慮すると，日
本よりも高度なテクニックが要求されていると言える。
また，スペインの教科書には，絵の描き始めが示
されている題材や，背景が既に描かれている題材が
あり，子どもたちの支援につながると考えられる一
方で，描くものの方向性が決まってしまうという問
題点もある。特に，背景が既に描かれている題材は，
塗る範囲がわかり塗り進めやすい一方で，絵の全体
の雰囲気が決まってしまったり，子どもたちが色を
あまり塗らなくても絵が完成してしまったりする可
能性もある。
スペインの教科書の描画指導に関する題材の分析
により，スペインの教科書は日本よりも技術面が重
視されていることが明らかとなった。現行の日本の
学習指導要領を考慮すると，このような題材をその
まま取り入れることには懸念がある。一方で，描画
活動の前に，導入として作家の作品や写真を鑑賞す
る活動を取り入れるなど，低学年の段階から作品の
鑑賞の活動を描画活動に生かそうとする傾向がみら
れた。今後も，教科書題材の分析を進め，その動向
を明らかにしていきたい。
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